
「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」の効果事例

72 下水道施設の地震対策

○対策の効果

終末処理場の水処理施設（管廊部分）において伸縮可とう継手
（伸び縮みにより地震時に発生するズレを吸収する部材）を設
置することで、大規模地震時にも運転を停止することなく、汚
水を処理することができます。

加速度的に老朽化する下水道施設について、老朽化対策及び耐
震化の予算確保が急務となる中、「防災・減災、国土強靱化の
ための５か年加速化対策」により、確実な耐震化を進めること
ができました。

水処理施設管廊耐震化の事例（新潟市秋葉区 新津浄化センター）

伸び縮みにより
大規模地震時の
ズレを吸収！

汚水処理のために
耐震化が欠かせない！
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